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❶
今
年
度
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
し
、

既
存
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
戦
略

プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
今
こ
こ
で
区
と
し
て
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
か
け
る
意
義

は
。
❷
品
川
区
に
合
っ
た
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
方
向
性
は
。

❸
取
り
組
み
に
つ
い
て
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
❹
地
域
イ
メ
ー

ジ
、
地
域
資
源
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

見
え
た
課
題
は
。
❺
各
事
業
計
画

と
の
連
携
や
整
合
性
、
各
事
業
部

等
と
の
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
は
。

　

企
画
部
長　

❶
❷
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
決
定
等
を
好
機
と
捉
え
、

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
地
域
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
で
、
観
光
客
や
転

入
者
を
増
や
し
、
区
民
に
も
品
川

区
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
狙
い
だ
。
長
期
的
に

は
住
み
続
け
た
い
ま
ち
品
川
の
実

現
だ
と
考
え
る
。
❸
様
々
な
方
法

で
意
見
聴
取
を
行
い
、
戦
略
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
。
❹
地
域
資
源
の

知
名
度
向
上
の
た
め
に
は
、
区
外

に
向
け
た
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
や
情

報
発
信
の
工
夫
等
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
❺
各
事
業
計
画
と
も
整

合
性
を
持
ち
、
各
事
業
部
と
連
携

を
密
に
と
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

❶
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
よ
る
区
の
役
割
は
。
❷
新
制

度
移
行
に
際
し
、
保
護
者
へ
の
周

知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
。
❸
新
制
度
移
行
に
伴
い
、
幼

稚
園
、
保
育
園
の
保
育
料
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。
❹

区
内
私
立
幼
稚
園
へ
の
新
制
度
移

行
調
査
に
つ
い
て
ア
回
答
期
限
を

設
け
て
い
る
の
か
。
イ
既
に
園
か

ら
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
あ
る
の
か
。
❺
個
人
立
の
私
立

幼
稚
園
に
対
し
、
移
行
す
る
し
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
同
様
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

区
長　

❶
区
は
実
施
主
体
と
し

て
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
を
策
定
し
、
幼
児
教
育
、
保
育
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
。
❷
在

園
児
は
各
施
設
を
通
じ
て
、
新
入

園
児
は
説
明
会
で
説
明
す
る
と
と

も
に
、
広
報
等
で
周
知
予
定
だ
。

❸
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
た
負
担

が
原
則
と
な
り
、
そ
の
額
は
国
の

水
準
を
限
度
に
区
が
定
め
る
も
の

で
、
現
在
検
討
中
だ
。
❹
ア
７
月

11
日
だ
。
イ
６
月
17
日
時
点
で
今

後
の
方
針
を
明
示
し
た
園
は
な
い
。

❺
現
行
の
私
学
助
成
と
新
制
度
と

の
バ
ラ
ン
ス
、
都
の
助
成
等
を
踏

ま
え
現
在
検
討
し
て
い
る
。

品
川
の
教
育
に
つ
い
て

　

❶
中
学
校
で
は
、
高
校
や
大
学

進
学
、
将
来
の
就
職
に
向
け
ど
の

よ
う
な
指
導
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

❷
小
中
一
貫
教
育
制
度
の
ア
文
科

省
に
お
け
る
審
議
状
況
は
。
イ
今

後
の
品
川
の
取
り
組
み
は
。
❸
本

年
度
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
始
ま
る

が
ア
メ
リ
ッ
ト
や
効
果
は
。
イ
活

用
に
当
た
っ
て
の
ル
ー
ル
設
定
は
。

ウ
本
年
の
配
置
準
備
状
況
は
。
エ

教
員
へ
の
対
策
は
。
❹
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
つ
い
て
ア
ど
の
よ
う
な

形
で
活
用
す
る
の
か
。
イ
モ
デ
ル

校
で
の
検
証
方
法
は
。
ウ
今
後
の

全
校
配
置
計
画
は
。
❺
低
学
年
生

の
感
性
を
磨
く
学
習
方
法
は
。
❻

い
わ
ゆ
る
教
育
委
員
会
制
度
の
改

革
に
つ
い
て
ア
現
在
、
区
に
何
ら

か
の
通
達
、
指
示
が
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。
イ
ど
の
よ
う
な
手
続
を

経
て
新
制
度
に
移
行
す
る
の
か
。

　

教
育
長　

❶
将
来
を
見
据
え
た

進
路
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
❷
ア

報
道
等
に
よ
る
と
、
検
討
を
開
始

す
る
方
針
で
、
来
年
学
校
教
育
法

に
小
中
一
貫
教
育
学
校
が
学
校
と

し
て
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

イ
英
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
に

よ
り
、
力
強
く
生
き
抜
く
子
ど
も

た
ち
の
育
成
を
め
ざ
す
。
❸
ア
学

習
意
欲
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
イ
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討
委
員

会
等
で
検
討
し
て
い
る
。
ウ
推
進

校
10
校
の
全
児
童
・
生
徒
に
１
人

１
台
、
特
別
支
援
学
級
に
は
２
人

１
台
を
配
置
す
る
。
エ
専
門
業
者

に
よ
る
操
作
説
明
会
等
を
実
施
す

る
。
❹
ア
自
学
自
習
の
習
慣
づ
け

に
活
用
で
き
る
と
考
え
る
。
イ
学

習
習
慣
定
着
度
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

検
証
す
る
。
ウ
導
入
成
果
を
見
極

め
検
討
し
て
い
く
。
❺
生
活
科
で
、

自
然
や
多
く
の
人
と
か
か
わ
り
、

実
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
感

性
を
磨
く
こ
と
に
つ
な
げ
る
。

　

総
務
部
長　

❻
ア
現
段
階
で
通

達
等
は
届
い
て
い
な
い
。
イ
区
長

と
教
育
委
員
の
懇
談
会
で
連
携
強

化
に
努
め
て
い
る
。
関
係
条
例
の

整
備
等
必
要
な
手
続
き
を
行
い
、

着
実
な
実
施
に
つ
な
げ
る
。

　

❶
Ｔ
Ｏ
Ｃ
ビ
ル
建
て
替
え
に
つ

い
て
ア
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

イ
貸
し
付
け
後
の
跡
地
活
用
は
。

❷
西
五
反
田
二
丁
目
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
ア
大
街
区
化
促

進
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
反
応

は
。
イ
今
後
の
展
開
は
。
❸
中
央

環
状
品
川
線
に
つ
い
て
ア
工
事
の

進
捗
状
況
は
。
イ
五
反
田
地
域
の

交
通
環
境
の
変
化
へ
の
所
見
は
。

ウ
（
仮
称
）
首
都
高
速
品
川
線
脱

硝
装
置
等
管
理
委
員
会
に
区
長
や

地
元
住
民
も
参
加
し
て
は
。
❹
五

反
田
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て

ア
ゆ
う
ぽ
う
と
は
な
く
な
る
と
聞

く
が
、
現
状
等
は
。
イ
鉄
道
会
社

を
巻
き
込
ん
だ
区
の
取
り
組
み
は
。

　

区
長　

❶
ア
こ
れ
か
ら
仮
設
建

物
の
工
事
に
入
る
予
定
で
、
着
工

は
秋
頃
と
聞
い
て
い
る
。
イ
十
分

検
討
し
た
上
で
案
を
示
し
た
い
。

❷
ア
多
く
の
方
が
関
心
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

イ
区
の
考
え
を
ま
と
め
た
プ
ラ
ン

を
周
知
し
、
地
区
の
方
々
と
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

❸
ア
都
に
よ
る
と
、
平
成
27
年
３

月
末
の
完
成
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
と
の
こ
と
だ
。
イ
都
は
、
渋

滞
緩
和
に
よ
り
環
境
も
改
善
さ
れ

る
と
考
え
て
い
る
。
区
と
し
て
も

今
後
の
推
移
を
確
認
し
て
い
く
。

ウ
管
理
者
で
あ
る
首
都
高
速
道
路

株
式
会
社
に
要
望
す
る
。
❹
ア
建

物
の
老
朽
化
等
か
ら
新
た
な
展
開

を
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、

引
き
続
き
に
ぎ
わ
い
の
中
心
施
設

と
な
る
よ
う
強
く
申
し
入
れ
た
。

イ
鉄
道
事
業
者
に
も
地
元
協
議
会

に
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

人
口
減
少
時
代
へ
の
対
策

に
つ
い
て

　

❶
第
二
、
三
子
支
援
に
つ
い
て

ア
取
り
組
み
は
。
イ
今
後
の
支
援

策
は
。
❷
町
会
や
消
防
団
へ
の
加

入
者
を
増
や
す
支
援
策
と
し
て
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
導
入
を
。

❸
今
後
の
人
口
推
移
な
ど
を
見
き

わ
め
、
施
設
の
あ
り
方
も
含
め
た

検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
ア
年
齢

や
使
用
目
的
等
で
利
用
者
が
限
定

さ
れ
た
施
設
を
今
後
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
の
か
。
イ
特
養
ホ
ー
ム

の
建
設
に
つ
い
て
今
後
の
対
策
は
。

ウ
時
代
の
需
要
に
対
応
で
き
る
施

設
が
必
要
で
は
。
❹
区
が
主
導
す

る
会
議
に
つ
い
て
、
若
者
の
参
加

を
増
や
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

子
ど
も
未
来
事
業
部
長　

❶
ア

保
育
園
に
在
園
す
る
第
二
子
以
降

の
保
育
料
軽
減
策
等
を
行
っ
て
い

る
。
イ
総
合
的
に
対
策
を
進
め
て

い
く
。
❷
慎
重
に
調
査
研
究
し
て

い
く
。
❸
ア
建
設
当
初
に
期
待
さ

れ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
等

を
検
証
し
、
公
共
施
設
有
効
活
用

プ
ラ
ン
の
考
え
を
も
と
に
活
用
手

法
を
検
討
し
て
い
く
。
イ
要
介
護

状
態
で
も
区
内
で
生
活
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
３
施
設
を

開
設
予
定
だ
。
今
後
も
こ
う
し
た

考
え
を
基
本
に
施
策
を
展
開
し
て

い
く
。
ウ
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
有

効
活
用
を
進
め
て
い
く
。
❹
若
者

の
参
加
を
促
す
工
夫
に
努
め
る
。

教
育
に
つ
い
て

　

❶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

導
入
を
。
❷
体
育
館
や
運
動
場
で

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備
が
必
要
で
は
。

❸
予
習
・
復
習
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
考
え
は
。
❹
経
済
活
動
が
体
験

で
き
る
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
シ
テ

ィ
の
区
の
ブ
ー
ス
に
な
ぜ
職
員
の

派
遣
が
な
い
の
か
。
❺
全
国
大
会

に
出
場
す
る
よ
う
な
子
ど
も
を
支

援
す
る
選
手
育
成
基
金
の
創
設
を
。

　

教
育
次
長　

❶
平
成
14
年
度
よ

り
導
入
し
た
外
部
評
価
制
度
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
お
け

る
学
校
運
営
協
議
会
と
ほ
ぼ
同
様

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
❷
体

育
館
で
の
整
備
は
進
め
て
い
る
が
、

校
庭
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

❸
自
学
自
習
の
習
慣
づ
け
に
活
用

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
❹
教
員

等
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
土
曜
日

授
業
の
実
施
に
伴
い
難
し
く
な
っ

た
。
改
め
て
対
応
を
検
討
す
る
。

　

地
域
振
興
事
業
部
長　

❺
基
金

を
設
置
す
る
具
体
的
計
画
は
な
い
。

ペ
ッ
ト
（
犬
）
に
つ
い
て

　

❶
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
を
。
❷

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
教
室
を
実
施
し

て
は
。
❸
散
歩
す
る
飼
い
主
の
協

力
で
地
域
の
見
守
り
を
す
る
（
仮

称
）
ド
ッ
グ
ガ
ー
ド
の
結
成
を
。

　

品
川
区
保
健
所
長　

❶
狭
小
な

公
園
が
多
く
、
整
備
は
困
難
だ
。

❷
飼
い
主
へ
の
啓
発
活
動
と
し
て
、

マ
ナ
ー
講
習
会
を
定
期
的
に
開
催

し
て
い
る
。
❸
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
自
主
的
防
犯
活
動
団
体
も
あ
り
、

制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

渡部　　茂　議員（自民）

シティプロモーション
について

五
反
田
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

石
田
し
ん
ご　

議
員

（
民
・
改
）

対
象
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
24
年
度
は
約
65
％
の
方

が
対
象
と
な
る
よ
う
所
得
制
限
の
緩
和
を
行
い
ま
し
た
。
平

成
26
年
度
に
お
い
て
は
約
70
％
の
方
が
対
象
と
な
る
よ
う
所

得
制
限
の
緩
和
を
図
り
、
今
後
も
十
分
な
配
慮
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

⑵　

私
立
幼
稚
園
へ
の
更
な
る
支
援
・
助
成
金
増
額
お
よ
び

私
立
幼
稚
園
母
の
会
連
合
会
へ
の
助
成
に
つ
い
て

　

私
立
幼
稚
園
の
経
営
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
私
立
幼
稚
園
へ
の
直
接
助
成
金
は
、
区
の
財
政
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
、
実
態
に
沿
う
よ
う
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

幼
児
教
育
推
進
の
た
め
、
助
成
制
度
の
創
設
や
増
額
を
図
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
は
私
立
幼
稚
園
協
会
へ
の
補
助
金
を
450
万

か
ら
507
万
円
に
増
額
し
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
立

幼
稚
園
母
の
会
連
合
会
へ
の
直
接
の
助
成
は
難
し
い
状
況
で

す
の
で
、
現
状
の
幼
稚
園
協
会
へ
の
補
助
金
を
母
の
会
連
合

会
の
事
業
費
支
援
に
も
活
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
創
意
工

夫
し
て
い
た
だ
き
、
私
立
幼
稚
園
の
振
興
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


